
 

 

 
 
地域金融に特化したマーケティング分野で地銀７行が連携 

～「地域金融マーケティング研究会」を設立・共同研究開始へ～ 

 

京都銀行（頭取 
カシハラ

柏原 
ヤスオ

康夫）は、平成１９年１０月１日（月）、中国銀行（頭取 永島 

旭）、東京都民銀行（頭取 椎名 哲也）、西日本シティ銀行（頭取 久保田 勇夫）、北陸

銀行（頭取 髙木 繁雄）、北海道銀行（頭取 堰八 義博）、横浜銀行（頭取 小川 是）の

地方銀行６行とともに、地域金融に特化したマーケティングを研究する「地域金融マー

ケティング研究会」（会長 京都銀行･柏原頭取）を設立し、共同研究を開始します。         

                                                                        ※ 銀行名は五十音順 

 

金融機関をとりまく環境は、インターネットをはじめとする情報革命により、お客さ

まがいつでも、どこからでも多様な金融商品・サービスにアクセスが可能となるなど大

きな変化が起きています。 

また、地域金融においては郵政民営化などの環境変化に加え、規制緩和の進展により、

外資系や流通、ＩＴ業界など独自のマーケティング手法やノウハウ、チャネルを持つ企

業との競争も激化しつつあります。 

 

地方銀行はこれまで、お客さまのニーズを重視したさまざまな施策を展開してきてい

ますが、さらにお客さま満足度を高めていくため、今回、7行が連携し、より高度な地

域金融独自のマーケティング手法の調査、研究をおこなうとともに、中長期的な観点か

らマーケティングに関する専門知識や実務経験をもった人材を育成することとしまし

た。 

 

具体的には、地域金融に関わるデータベースマーケティングにおいて実績を持つ浜銀

総合研究所（社長 太田 嘉雄）に当行を含めた 7行から行員を派遣し、数理統計、プロ

グラミングなどの基礎知識・技術を習得した後、地域金融に特化したマーケティング戦

略やデータを用いた研究に共同で取り組みます。 

 

また、地方銀行７行の各頭取と浜銀総合研究所社長をメンバーとする定例会議を設置

し、研究成果の確認や実務への応用などについて検討を進めます。そして、将来的には

こうした研究成果をベースに、地方銀行ならではの、真にお客さまのニーズに合った新

商品・新サービスの開発・提供を実現していきます。 

 

 
以  上 
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平成 19年 9月 26日 



 

 
（参考資料）         運  営  形  態 
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●参加銀行から行員が浜銀総合研究所へ出向。 
●数理統計、マーケティング理論、リテール金融戦略論等の基礎知識・スキルを習得する

とともに、実データを利用した実務研究・分析を行い、成果を共有。 
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